
仙台⽩百合⼥⼦⼤学
数理・データサイエンス・AI教育プログラム 取組概要

・社会におけるAI・データ利活⽤の事例や、社会で起きている変化、AI活⽤領域について説明できる。
・AI・データを活⽤するうえでのルールやモラル、個⼈情報を守るための注意点について説明できる。
・基本的な数学知識や統計学をデータ分析に活⽤できる。
・表計算ソフトを⽤いたデータの整理、加⼯、分析、可視化など適切なデータ分析ができる。 仙台⽩百合⼥⼦⼤学

【プログラムの修了要件】 教養共通科⽬「情報科学」（選択：2単位）を修得すること。

【プログラムの改善や⾃⼰点検・評価を⾏う組織】 教育・研究推進委員会 - データサイエンス教育運営会議
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【プログラムの⽬的】
全学⽣を対象に、数理・データサイエンス・AIの基礎知識を学修し、データ分析の技術を修得します。さらに、データ・AI活⽤における留

意点についても理解を深めます。これにより、数理・データサイエンス・AIを⽇常⽣活や仕事で活⽤することができる基礎的素養を⾝につけ
ます。また、表計算ソフトを使⽤したデータ分析の演習を通して、データサイエンスの核となる統計学の知識と情報処理スキルを修得します。


